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『もしも、がんが再発したら―［患者必携］本人と家族に伝えたいこと』について
『もしも、がんが再発したら―［患者必携］本人と家族に伝えたいこと』は
厚生労働科学研究費補助金　第3次対がん総合戦略事業「患者・家族・国民の視点に立った
適切ながん情報提供サービスのあり方に関する研究（研究代表者：高山智子　国立がん研究セン
ターがん対策情報センター）」および国立がん研究センターがん研究開発費「がんに関する適切な
がん情報提供の在り方に関する研究（研究代表者：若尾文彦　国立がん研究センターがん対策
情報センター）」の研究成果をもとに、まとめられたものです。
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